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会議開催日時  令和 6 年 0 1 月 2 0 日（土） 1 5： 3 0～ 1 7： 1 0  

開催場所  東京千住キャンパス 1 号館 2 階  校友会会議室・遠隔会議  

出席者  

(順不同、敬称略 )  

松﨑  裕一、福澤  智、早水  俊樹、大野  孝（遠隔）  

相川  昭仁、本橋  光也（遠隔）、北田  博雄、加藤  綾子  

連記  宏徳（遠隔）、坂田  一也、江頭  勇、綿本  智（遠隔）  

野島  謙之助、髙見澤  計夫（遠隔）、三井  和幸（遠隔）  

北村  要（遠隔）、髙田  英久  

（  計 1７名  ）  

配布資料  第 3 回幹事会議事録、 令和 6 年度定時総会資料 V 2  

議事内容  司会（議事進行）：坂田  一也        記録者：相川  昭仁  

 

坂田一也幹事（総務委員長）の司会により、以下の審議を行った。  

 

１ .会長挨拶                          ＜松﨑会長＞  

会長挨拶として、以下の報告があった。  

・前回幹事会から多くのイベントがあった。 本年も活発に活動して行きたい。  

・各プロジェクトで決め事があり、本日 、幹事会の承認を得て進めてほしい。  

続いて、以下の主な会合があったことが報告された 。  

・ 1 1 月 1 8 日  全国支部長会  

・ 1 2 月 6 日  公開講演会打ち合せ  

・ 1 2 月 9 日  T D U アイデアコンテスト二次審査  

 

２．在学会員支援委員会委員長について              ＜松﨑会長＞  

  在学会員支援委員会の北村委員長が私用により委員長 を交代したいとの 依頼が

あり、副委員長だった北田さんを委員長と し、北村さんは幹事とすることで承認

された。また、今年度から幹事となった秋山さんを在学会員支援委員会の委員と

することで承認された。  

 

３ .  オンライン写真展の費用について                       

前回の幹事会でオンライン写真展の費用について、毎年 、段階的に費用が増加

することに問題はないか？サイトの仕様はどうなっているのか？ 役員会で確認を

して、幹事会で承認することになっ ていたが、状況はどうなっているのか？問い

合わせがあった 。＜坂田総務委員長＞  

⇒役員会で状況を確認し た後に、支払いを急ぐこともあ り、幹事会で承認を得る

前に処置を進め ている。幹事会には、資料の提示と役員会で調整した結果を報告

して、今年度中に処置する。＜松﨑会長＞  
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４ .  委員会・プロジェクトの報告 (報告事項ある場合 )   

（１）定時総会・講演会 P J                ＜松﨑 P J リーダー＞  

・定時総会の日程は 4 月 2 0 日（土） 1 4 : 4 5 ～ 1 5 : 4 5 の 1 時間となる。公開講

演会の終了が 1 4 : 3 0 のため、 1 5 分間で会場の入れ替えを実施する。優秀団体の

表彰は、 1 2 分間で実施を想定している。  

⇒会場の入れ替えは、昨年の実績から 、 1 5 分間で対応可能との判断している 。  

・ 3 号議案（事業計画）  

▪ 東京江戸歴史散歩 について、小江戸歴史散歩 ということで一部分を埼玉県

支部と共催することを記載する 。  

  ▪ 旭祭の似顔絵コーナーについて、プロジェクトリーダーから東京都支部 も

共催したいとの打診があった 旨の報告があった。具体的な調整はこれからに

なる。  

  ▪ O B / O G 交歓会について、旭祭で実施する方針で旭祭実行委員会 と調整して

いることを事業計画として記載する。  

▪ 同窓会ホームページの見直しについて、次年度から検討を開始することを

記載する。ホームページ 修正の実作業は次々年度以降に実施する。本検討の

ために特別委員会（仮称）を発足するのが良いでのは ？との提案があった。  

・ 4 号議案（予算）  

予算について 、変更点の説明があり、承認された。  

 ▪ 会議費の役員会・幹事会の予算は 7 0 万円とするが、それに収まるように

運営したいとの報告があった 。  

 ▪ 外部委託費については、幹事会で確認してから確定させる。  

⇒決算報告書の科目に（  ）で解説するように記載しているが、（  ）の記載

なしで分かるように 記載すべきとのコメントがあったが、過去の 定期総会で

の質問を受けて 、事業計画とリンクするよう に記載しており、対応について

再検討する。  

・ 5 号議案（会則改正）  

 6 章の委員会の規定について、委員会に加えて 、プロジェクトチームを追加  

するような会則改正案が提示された。  

⇒委員会は常設であ り、プロジェクトチームとは異なる （目的が達成されたら

解散となる） ので別章にするべきとのコメントがあった。次回幹事会までに

再検討する。  

・講演会  

講演会について、テーマは「関東大震災から  1 0 0 年 ~当時と現在の違いは ?」  

で安田進名誉教授に講演して頂く。元旦に発生した能登 半島地震についても  

言及するべきとのコメントがあり、講演者に依頼する。  

 

（２）広報委員会                     ＜加藤副委員長＞  

・東京江戸歴史散歩について、 1 0 月 2 8 日（土）開催で 2 2 名が参加しており  

次回は、 3 月 2 3 日（土）に開催予定となる。  

・オンライン写真展 について、 1 2 月 2 0 日（水）に受賞者発表した。今回は  

応募者（計 3 1 名）が少なったので、次回はプレゼン実施で応募者を募る。  
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（３）在学会員支援委員会                  ＜北田委員長＞  

 ・ T D U アイデアコンテスト について、二次選考会が 1 2 月 9 日（土）にあり  

同窓会として 、特別賞 1 件を「生産者と消費者を繋げるアプリ」テーマの  

アイデアを選定して１万円を 贈呈したことの報告があった。選考の理由は  

コンテスト表題である S D G ’ s によるアイデアである点を評価した。選定に  

ついて、本来 幹事会での承認の後に確定すべきであるが、二次選考会直後に  

特別賞を選定しなければなら ないことから事後報告となった。事後報告では  

あるが、選定について会長より選定も在学会員支援委員会に委託されており  

問題はない。  

 ・イベント支援について、 F L A M 軽音クラブより機材レンタル費用支援の申請  

があったとの報告があった。  

 

（４）総務委員会                      ＜坂田委員長＞  

 ・ 2 0 2 3 年 1 1 月 1 5 日（水）に歴代会長会を開催した。  

 

（５）仕事研究セミナー P J               ＜相川 P J リーダー＞  

 ・ 2 0 2 4 年 1 月 2 3 日（火）に、仕事研究セミナーが東京ビッグサイトで開催  

される。支援メンバーは 9 名で詳細は添付資料による 。  

 

（６）校外研修会 P J                  ＜早水 P J リーダー＞  

 ・ 2 0 2 3 年 1 2 月 2 日（土） 3 日（日）に校外研修会を伊東温泉ホテルニュー  

岡部で開催、幹事・歴代会長・校友会から 1 6 名が参加した。移動は電車を  

利用して、 2 日目に M o A 美術館を訪れた との報告があった。  

 

（７）似顔絵コーナー P J                ＜連記 P J リーダー＞  

 ・ 2 0 2 3 年 1 1 月 3 日（金・祝）旭祭で似顔絵コーナーに絵師 3 名で開催して  

5 1 名の参加があった。 今回は受付を設置して、名前を記載して順番に対応  

したことで、利用者の待ち時間が有効に活用できるようになった との報告が  

あった。  

 

５．その他  

 ・ 1 月 2 4 日（水）の 2 0 : 0 0 より、定時総会・講演会 P J ミーティング を遠隔  

会議で実施する。議題は 、ホームページの準備、定時総会後の懇親会会場の  

選定、ウェビナーの実施方法 等の調整を行う。幹事も参加してほしい 。  

 

以上  


